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　 　 【 請 求 項 １ 】 　 平 ら な 金 属 基 板 （ 31， 41） 上 に 被 着 さ れ た 超 伝 導 層 （ 32， 42） 及 び 超
伝 導 層 （ 32， 42） と 金 属 基 板 （ 31， 41） と の 間 に 設 け ら れ た 絶 縁 バ ッ フ ァ 層 （ 33， 43） を
有 す る 電 気 的 に 安 定 化 さ れ た 薄 膜 高 温 超 伝 導 体 （ 30， 40） に お い て 、 バ ッ フ ァ 層 と 反 対 側
の 超 伝 導 層 （ 32,42） の 側 に お い て 、 平 ら な 導 電 層 （ 37， 44） が 、 超 伝 導 層 （ 32， 42） と
電 気 的 に 接 触 し た 状 態 で 被 着 さ れ 、 導 電 層 （ 37,44） は 、 表 面 全 体 に 分 布 し た 多 数 の 箇 所
（ 36， 46） で 金 属 基 板 （ 31， 41） に 導 電 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 薄 膜 超 伝 導 体 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 超 伝 導 層 （ 32， 42） 中 、 且 つ 場 合 に よ っ て は そ の 下 に 位 置 す る バ ッ フ
ァ 層 （ 33， 43） 中 に も 、 表 面 全 体 に 分 布 し た 状 態 で 接 触 用 開 口 部 （ 36， 46） が 設 け ら れ 、
導 電 層 （ 37， 44） は 、 接 触 用 開 口 部 （ 36， 46） の 領 域 内 で 露 出 し た 金 属 基 板 （ 31， 41） に
接 触 導 通 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の 薄 膜 超 伝 導 体 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 超 伝 導 層 （ 32,42） は 、 セ ラ ミ ッ ク 系 高 温 格 伝 導 体 、 特 に YBCOか ら 成
り 、 バ ッ フ ァ 層 （ 32,43） は 、 イ ッ ト リ ウ ム 安 定 化 二 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム （ YSZ） 、 CeO又 は Y

2 0 3 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1又 は 2記 載 の 薄 膜 超 伝 導 体 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 請 求 項 1～ 3の う ち 何 れ か 一 に 記 載 の 電 気 的 に 安 定 化 さ れ た 薄 膜 高 温 超
伝 導 体 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 第 1の 工 程 に お い て 、 絶 縁 バ ッ フ ァ 層 （ 33） を 金 属 基 板
（ 31） の 全 面 に 被 着 さ せ 、 第 2の 工 程 に お い て 、 超 伝 導 層 （ 32） を 絶 縁 バ ッ フ ァ 層 （ 33）
の 全 面 に 被 着 さ せ 、 第 3の 工 程 に お い て 、 好 ま し く は マ ス ク エ ッ チ ン グ 法 に よ り 接 触 用 開
口 部 （ 36） を 2つ の 被 着 さ れ た 前 記 層 （ 32， 33） に 前 記 全 面 の 種 々 の 箇 所 で 設 け 、 接 触 用
開 口 部 （ 36） を 介 し て 金 属 基 板 （ 31） が 上 か ら 完 全 に 接 近 で き る よ う に し 、 第 4の 工 程 に
お い て 、 超 伝 導 層 （ 32） の 表 面 に 接 触 し 、 こ れ を 接 触 用 開 口 部 （ 36） を 介 し て 露 出 し た 金
属 基 板 （ 31） に 接 続 さ せ る 導 電 層 （ 37） を 全 面 に 被 着 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 請 求 項 1～ 3の う ち 何 れ か 一 に 記 載 の 電 気 的 に 安 定 化 さ れ た 薄 膜 高 温 超
伝 導 体 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 第 1の 工 程 に お い て 、 第 1の 方 向 か ら の 局 部 塗 布 に よ り 絶
縁 バ ッ フ ァ 層 （ 43） を 溝 （ 45） が 表 面 全 体 に わ た り 分 布 し て 設 け ら れ た 金 属 基 板 （ 41） の
表 面 上 に 被 着 さ せ 、 第 1の 方 向 は 、 溝 （ 45） の 底 部 が 遮 蔽 手 段 に よ り 部 分 的 に 覆 わ れ な い
ま ま で 接 触 用 開 口 部 を 形 成 す る よ う に 選 択 さ れ 、 策 2の 工 程 に お い て 、 超 伝 導 層 （ 42） を
第 1の 方 向 か ら の 局 部 塗 布 に よ り 絶 縁 バ ッ フ ァ 層 （ 43） に 被 着 さ せ 、 第 3の 工 程 に お い て 、



超 伝 導 層 （ 32） の 表 面 に 接 触 し 、 こ れ を 溝 （ 45） の 底 部 上 の 接 触 用 開 口 部 （ 46） を 介 し て
露 出 し た 金 属 基 板 （ 31） に 接 続 さ せ る 導 電 層 （ 44） を 全 面 に 被 着 さ せ る こ と を 特 徴 と す る
方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 第 3の 工 程 中 、 第 1の 部 分 工 程 に お い て 、 超 伝 導 層 （ 42） を 覆 っ て 露 出
し た 接 触 用 開 口 部 （ 46） を 本 質 的 に 後 に 残 す 第 1の 導 電 層 （ 44′ ） を 第 1の 方 向 か ら の 局 部
塗 布 に よ り 被 着 さ せ 、 策 2の 部 分 工 程 に お い て 、 第 1の 方 向 と は 異 な る 第 2の 方 向 か ら の 局
部 塗 布 に よ り 第 1の 導 電 層 （ 44′ ） を 補 強 し 、 そ れ と 同 時 に 接 触 用 開 口 部 （ 46） を 介 し て
金 属 基 板 （ 41） に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 5記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
〔 技 術 分 野 〕
　 本 発 明 は 、 高 温 超 伝 導 体 （ Ｈ Ｔ Ｓ ） の 技 術 的 用 途 に 関 す る 。 本 発 明 は 、 平 ら な 金 属 基 板
に 被 着 さ れ た 超 伝 導 層 を 有 す る 電 気 的 に 安 定 化 さ れ た 薄 膜 高 温 超 伝 導 体 に 関 す る 。 か か る
薄 膜 Ｈ Ｔ Ｓ は 、 例 え ば １ ９ ９ ６ 年 １ ０ 月 ２ １ ～ ２ ４ 日 に 札 幌 で 開 催 さ れ た 超 伝 導 に 関 す る
国 際 シ ン ポ ジ ウ ム （ Ｉ Ｓ Ｓ ’ ９ ６ ） で 発 表 さ れ た K. Hasegawa 氏 の 論 文 “ In-plane Align
ed YBCO Thin Film Tape Fabricated by Pulsed Laser Deposition ” （ 議 事 録 ７ ４ ５ ～
７ ４ ８ 頁 ） で 知 ら れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 又 、 か か る Ｈ Ｔ Ｓ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 〔 従 来 の 技 術 〕
　 高 温 超 伝 導 体 （ Ｈ Ｔ Ｓ ） を 例 え ば 故 障 電 流 制 限 器 （ Ｆ Ｃ Ｌ ） に お い て 信 頼 性 を も っ て 高
電 力 で 適 用 す る た め に は 、 製 造 に 関 連 し た 材 料 の 不 均 質 性 に 起 因 し て 超 伝 導 体 の 急 冷 中 に
生 じ 、 素 子 の 機 能 を 損 な う 場 合 の あ る い わ ゆ る ホ ッ ト ス ポ ッ ト （ hot spot） の 形 成 を 阻 止
す る 信 頼 性 の あ る 電 気 バ イ パ ス を 超 伝 導 体 に 設 け る こ と が 必 要 不 可 欠 で あ る 。 Ｈ Ｔ Ｓ 層 に
平 ら な 層 の 形 態 で 被 着 さ れ る Ａ ｕ 又 は Ａ ｇ の 層 の 形 態 の か か る バ イ パ ス は 、 応 用 超 伝 導 に
関 す る Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ 議 事 録 第 ７ 巻 （ ８ ２ ８ ～ ８ ３ １ 頁 ） 所 収 の B. Gromoll氏 等 の 論 文 “ Resist
ive Current Limiter with YBCO Films ” に 記 載 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 バ イ パ ス は 、 Ｈ Ｔ Ｓ の 急 冷 時 に 別 の 高 電 流 経 路 と し て 機 能 す る こ と に よ り 電 圧 分 布 を 均
一 化 さ せ る よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 ホ ッ ト ス ポ ッ ト の 形 成 を 阻 止 で き る 。 か か る
バ イ パ ス の 最 低 条 件 は 、 （ １ ） Ｈ Ｔ Ｓ と の 電 気 的 接 触 が 良 好 で あ る こ と 、 （ ２ ） 温 度 上 昇
を 制 限 す る 上 で 適 当 な 熱 容 量 が あ る こ と で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 印 刷 物 で は 、 長 尺 Ｙ － １ ２ ３ （ Ｙ Ｂ Ｃ Ｏ ） の 高 品 質 薄 膜 を パ ル ス レ ー ザ 蒸 着 法 （ Ｐ
Ｌ Ｄ ） に よ り ど の よ う に す れ ば 代 表 的 な 金 属 （ 例 え ば 、 ハ ス テ ロ イ の ） 基 板 に 被 着 で き る
か に つ い て の 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ の 場 合 、 基 板 の 酸 化 及 び ２ つ の 層
相 互 の 化 学 反 応 を 阻 止 す る た め に 例 え ば イ ッ ト リ ウ ム 安 定 化 二 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｙ Ｓ Ｚ
） の バ ッ フ ァ 層 が 基 板 と Ｈ Ｔ Ｓ と の 間 に 設 け ら れ る 。 し た が っ て 、 Ｈ Ｔ Ｓ と そ の 下 に 位 置
す る 基 板 と の 間 に は 、 電 気 的 バ イ パ ス と し て 好 適 な 電 気 的 接 触 は 得 ら れ な い 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 〔 発 明 の 概 要 〕
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 支 持 基 板 が 電 気 的 バ イ パ ス と し て 用 い ら れ る 電 気 的 に 安
定 化 さ れ た 薄 膜 高 温 超 伝 導 体 を 製 造 す る こ と 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 最 初 に 述 べ た 形 式 の Ｈ Ｔ Ｓ の 場 合 、 こ の 目 的 は 、 超 伝 導 層 が 基 板 の 反 対 側 の 超 伝 導 層 の
表 面 に 被 着 さ れ た 平 ら な 導 電 層 を 介 し て 基 板 の 表 面 全 体 に 分 布 さ れ る よ う な 仕 方 で 基 板 に
電 気 的 に 接 触 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。 Ｈ Ｔ Ｓ 層 と そ の 下 に 位 置 す る 金 属 基 板 と の 接 触
が 表 面 全 体 に 分 布 し て 生 じ る の で 、 任 意 の 時 点 で 素 子 の 任 意 の 箇 所 に お い て ホ ッ ト ス ポ ッ
ト の 形 成 を 阻 止 で き る 多 く の 電 流 バ イ パ ス 路 が 表 面 全 体 に わ た り 分 布 し て 得 ら れ る 。
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　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 第 １ の 実 施 形 態 は 、 接 触 用 開 口 が 超 伝 導 層 及 び そ の 下 層 の バ ッ フ ァ 層 の 領
域 に 亘 っ て 分 布 す る よ う に 配 置 さ れ 、 こ の 開 口 が 下 層 の 基 板 を 露 出 さ せ 、 さ ら に 導 電 性 層
が 接 触 用 開 口 の 領 域 に お い て 露 出 し た 基 板 に 接 触 導 通 し 、 接 触 用 開 口 は 、 超 伝 導 層 及 び ／
又 は バ ッ フ ァ 層 を 除 去 す る こ と に よ っ て 生 成 さ れ る こ と に よ っ て 特 徴 付 け ら れ る 。 電 流 を
伝 え る の に 有 効 な 断 面 を 不 必 要 に 減 少 さ せ な い で 、 バ イ パ ス と し て 作 用 す る 基 板 に よ っ て
、 ホ ッ ト ス ポ ッ ト が 高 信 頼 度 で 阻 止 さ れ る よ う な 仕 方 で 在 来 の マ ス ク エ ッ チ ン グ 方 法 に よ
っ て 、 接 触 用 開 口 の 数 及 び 分 布 を 最 適 化 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 接 触 用 開 口 が 、 超 伝 導 層 及 び ／ 又 は バ ッ フ ァ 層 の 被 着
中 に 、 被 覆 或 い は シ ャ ド ウ す る こ と に よ っ て 生 じ る 点 に 特 徴 付 け ら れ る 。 こ の 場 合 、 接 触
用 開 口 の 生 成 中 に 追 加 の マ ス キ ン グ 及 び エ ッ チ ン グ 工 程 を 省 略 可 能 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 電 気 的 に 安 定 化 さ れ た 薄 膜 高 温 超 伝 導 体 を 製 造 す る た め の 方 法 は 、 第 1の
工 程 に お い て 、 電 気 的 絶 縁 バ ッ フ ァ 層 を 金 属 基 板 の 全 領 域 に 被 着 し 、 第 2の 工 程 に お い て
、 超 伝 導 層 を 電 気 的 に 導 電 性 の バ ッ フ ァ 層 の 全 領 域 に 被 着 し 、 第 3の 工 程 に お い て 、 好 ま
し く は マ ス ク エ ッ チ ン グ 方 法 に よ っ て 接 触 用 開 口 を 領 域 の 種 々 の 箇 所 に お い て ２ つ の 被 着
さ れ た 層 内 に 生 成 し 、 こ の 接 触 開 口 を 通 じ て 基 板 を 上 か ら 自 由 に ア ク セ ス 可 能 と し 、 第 4
の 工 程 に お い て 、 超 伝 導 層 の 領 域 と 接 触 し 、 且 つ 接 触 用 開 口 を 通 じ て こ れ を 露 出 し た 基 板
に 接 続 す る 導 電 性 層 を 全 領 域 に 被 着 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 別 の 実 施 形 態 は 、 第 1の 工 程 に お い て 、 シ ャ ド ウ イ ン グ の た め に 溝 の 底 が 部 分 的 に 被 覆
さ れ て い な い ま ま で 接 触 用 開 口 を 形 成 す る よ う に 選 択 さ れ る 第 1方 向 か ら の 直 接 的 な 被 着
に よ っ て 、 電 気 的 絶 縁 バ ッ フ ァ 層 を 基 板 の 領 域 に 被 着 し 、 第 2の 工 程 に お い て 、 第 １ 方 向
か ら の 直 接 的 な 被 着 に よ っ て 超 伝 導 層 を 電 気 的 絶 縁 バ ッ フ ァ 層 に 被 着 し 、 第 3の 工 程 に お
い て 、 超 伝 導 層 の 領 域 に 接 触 し 、 こ れ を 溝 の 底 の 接 触 用 開 口 を 通 じ て 露 出 し た 基 板 に 接 続
す る 導 電 性 層 を 全 領 域 に 被 着 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら な る 実 施 形 態 は 、 従 属 ク レ ー ム か ら 得 ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 の 説 明 に お い て 、 本 発 明 を 例 示 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る
。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 〔 好 ま し い 実 施 形 態 の 説 明 〕
　 例 え ば 上 記 の 非 導 電 性 の Ｙ Ｓ Ｚ の よ う な 実 証 済 の バ ッ フ ァ 層 を 、 バ イ パ ス と し て 用 い ら
れ る 基 板 の 利 点 を 損 な わ な い で 利 用 で き れ ば 特 に 有 利 で あ る 。 か か る 解 決 策 の ２ つ の 例 が
図 ３ Ａ ～ ３ Ｆ 及 び 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｄ に 再 現 さ れ て お り 、 各 ケ ー ス の 個 々 の 部 分 図 は 、 こ れ ら
の 製 造 に お け る 或 る 工 程 を 示 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 上 記 印 刷 物 に 記 載 さ れ た 公 知 の 方 法 を 用 い て 、 金 属 基 板 ３
１ の 表 面 に 次 々 に バ ッ フ ァ 層 ３ ３ （ 例 え ば 、 Ｙ Ｓ Ｚ 、 Ｃ ｅ Ｏ 又 は Ｙ 2  Ｏ 3  か ら 成 る ） 、 実
際 の 超 伝 導 層 ３ ２ （ 例 え ば 、 Ｙ Ｂ Ｃ Ｏ か ら 成 る ） を 被 着 さ せ た も の で あ る （ 図 ３ Ａ ） 。 そ
の 後 、 こ の 順 番 で 被 着 さ れ た 層 の 上 に 、 適 当 な フ ォ ト レ ジ ス ト 等 か ら 成 る マ ス ク 層 ３ ４ を
被 着 さ せ 、 次 に マ ス ク 開 口 部 を マ ス ク 層 ３ ４ に そ の 表 面 全 体 に 一 様 に 分 布 し た 状 態 で 設 け
る こ と に よ っ て パ タ ー ン 付 け す る （ 図 ３ Ｃ ） 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 従 来 型 材 料 除 去 法 、 例 え ば ス パ ッ タ エ ッ チ ン グ を 用 い て こ れ ら マ ス ク 開 口 部 ３ ５
を 介 し て 、 ２ つ の 下 に 位 置 し た 層 ３ ２ （ 超 伝 導 層 ） ， ３ ３ （ バ ッ フ ァ 層 ） を 除 去 し 、 か く
し て 基 板 ３ １ の 表 面 に 自 由 に 接 近 で き る よ う に す る 接 触 用 開 口 部 ３ ６ を 生 じ さ せ る （ 図 ３
Ｄ ） 。 マ ス ク 層 ３ ４ を 除 去 し た 後 （ 図 ３ Ｅ ） 、 導 電 層 ３ ７ （ 例 え ば 、 Ａ ｇ 又 は Ａ ｕ か ら 成
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る ） を 表 面 全 体 に 被 着 さ せ て 薄 膜 高 温 超 伝 導 体 ３ ０ を 完 成 さ せ （ 図 ３ Ｆ ） 、 こ の 導 電 層 は
、 接 触 用 開 口 部 ３ ６ の 外 で 超 伝 導 層 ３ ２ の 表 面 全 体 に 接 触 し 、 こ れ を 接 触 用 開 口 部 ３ ６ 内
の 金 属 基 板 ３ １ に 導 電 接 触 さ せ る 。 当 然 の こ と な が ら 、 基 板 ３ １ の 適 当 な 接 触 が 得 ら れ る
よ う 接 触 用 開 口 部 ３ ６ の サ イ ズ を 選 択 す る 必 要 が あ る 。 他 方 、 点 接 触 状 態 の 基 板 ３ １ に よ
る 適 当 な バ イ パ ス 機 能 が 超 伝 導 層 の 各 領 域 に つ い て 確 保 さ れ る よ う に 接 触 用 開 口 部 ３ ６ の
数 及 び 分 布 状 態 を 選 択 す る 必 要 が あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 点 接 触 状 態 の 基 板 は 、 図 ４ の 実 施 形 態 に も 使 用 さ れ て い る 。 こ の ベ ー ス は 、 好 ま し く は
側 壁 を 備 え た 溝 ４ ５ の 形 態 の 凹 み が 被 覆 さ れ る べ き 領 域 全 体 に わ た っ て 一 様 に 分 布 し て 配
置 さ れ た 金 属 基 板 ４ １ で あ る （ 図 ４ Ａ ） 。 被 覆 が 施 さ れ る べ き 基 板 ４ １ の 表 面 上 に は 、 第
１ の 工 程 に お い て 、 第 １ の 方 向 （ 図 ４ Ａ に 矢 印 で 示 さ れ て い る ） か ら の 局 部 塗 布 に よ り 絶
縁 バ ッ フ ァ 層 ４ ３ が 被 着 さ れ る 。 第 １ の 方 向 は 、 溝 ４ ５ の 底 部 が 、 側 壁 に よ る 遮 蔽 （ shad
owing ） に 起 因 し て 部 分 的 に 覆 わ れ な い ま ま で 接 触 用 開 口 部 ４ ６ （ 図 ４ Ａ ） を 形 成 す る よ
う に 選 択 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ の 工 程 （ 図 ４ Ｂ ） に お い て 、 超 伝 導 層 ４ ２ を 第 １ の 方 向 か ら の 局 部 塗 布 に よ り 絶 縁
バ ッ フ ァ 層 ４ ３ に 被 着 さ せ る 。 同 じ 遮 蔽 効 果 に よ り 、 接 触 用 開 口 部 ４ ６ は 、 こ の 塗 布 工 程
中 も 自 由 な 状 態 の ま ま で あ る 。 次 い で 、 第 ３ の 工 程 に お い て 、 導 電 層 ４ ４ を 表 面 全 体 に 被
着 さ せ 、 こ の 導 電 層 は 、 超 伝 導 層 ４ ２ の 表 面 に 接 触 し 、 こ れ を 溝 ４ ５ の 底 部 上 の 接 触 用 開
口 部 ４ ６ を 介 し て こ こ に 露 出 し た 金 属 基 板 ４ １ に 導 電 接 続 さ せ る 。 第 ３ の 工 程 中 、 第 １ の
部 分 工 程 に お い て 、 超 伝 導 層 ４ ２ を 覆 っ て 露 出 し た 接 触 用 開 口 部 ４ ６ （ 図 ４ Ｃ ） を 本 質 的
に 後 に 残 す 第 １ の 導 電 層 ４ ４ を 好 ま し く は 、 第 １ の 方 向 か ら の 局 部 塗 布 に よ り 被 着 さ せ る
の が よ い 。 次 に 、 第 ２ の 部 分 工 程 に お い て （ 図 ４ Ｄ ） 、 第 １ の 方 向 と は 異 な る 第 ２ の 方 向
か ら の 局 部 塗 布 に よ り 完 成 状 態 の 導 電 層 ４ ４ に な る よ う 第 １ の 導 電 層 ４ ４ ′ を 補 強 し 、 そ
れ と 同 時 に 接 触 用 開 口 部 ４ ６ を 介 し て 金 属 基 板 ４ １ に 導 電 接 続 さ せ る と 、 そ の 結 果 と し て
、 最 終 形 態 と し て 薄 膜 高 温 超 伝 導 体 ４ ０ が 得 ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ の 構 成 で は 、 電 流 は か く し て 、 図 示 の 薄 膜 高 温 超 伝 導 体 の 断 面 の 平 面 に 垂
直 に 流 れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 要 す る に 、 本 発 明 に よ り 、 電 気 的 な 安 定 化 が 得 ら れ る よ う に 金 属 基 板 を 利 用 す る と
共 に 最 も ば ら つ き の あ る 材 料 を 基 板 用 と し て 選 択 で き る よ う に す る 電 気 的 に 安 定 化 さ れ た
薄 膜 高 温 超 伝 導 体 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 ３ Ａ 】
　 Ｈ Ｔ Ｓ 層 と 基 板 と の 接 触 が 除 去 に よ り 得 ら れ た 局 部 接 触 用 開 口 部 を 介 し て 生 じ る 本 発 明
の 第 １ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 薄 膜 Ｈ Ｔ Ｓ の 製 造 の 一 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ Ｂ 】
　 Ｈ Ｔ Ｓ 層 と 基 板 と の 接 触 が 除 去 に よ り 得 ら れ た 局 部 接 触 用 開 口 部 を 介 し て 生 じ る 本 発 明
の 第 １ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 薄 膜 Ｈ Ｔ Ｓ の 製 造 の 一 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ Ｃ 】
　 Ｈ Ｔ Ｓ 層 と 基 板 と の 接 触 が 除 去 に よ り 得 ら れ た 局 部 接 触 用 開 口 部 を 介 し て 生 じ る 本 発 明
の 第 １ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 薄 膜 Ｈ Ｔ Ｓ の 製 造 の 一 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ Ｄ 】
　 Ｈ Ｔ Ｓ 層 と 基 板 と の 接 触 が 除 去 に よ り 得 ら れ た 局 部 接 触 用 開 口 部 を 介 し て 生 じ る 本 発 明
の 第 １ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 薄 膜 Ｈ Ｔ Ｓ の 製 造 の 一 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ Ｅ 】
　 Ｈ Ｔ Ｓ 層 と 基 板 と の 接 触 が 除 去 に よ り 得 ら れ た 局 部 接 触 用 開 口 部 を 介 し て 生 じ る 本 発 明
の 第 １ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 薄 膜 Ｈ Ｔ Ｓ の 製 造 の 一 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ Ｆ 】
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　 Ｈ Ｔ Ｓ 層 と 基 板 と の 接 触 が 除 去 に よ り 得 ら れ た 局 部 接 触 用 開 口 部 を 介 し て 生 じ る 本 発 明
の 第 １ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 薄 膜 Ｈ Ｔ Ｓ の 製 造 の 一 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
　 　 【 図 ４ Ａ 】
　 Ｈ Ｔ Ｓ 層 と 基 板 と の 接 触 が 非 被 覆 又 は 遮 蔽 に よ り 得 ら れ た 局 部 接 触 用 開 口 部 を 介 し て 生
じ る 本 発 明 の 第 ２ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 薄 膜 Ｈ Ｔ Ｓ の 製 造 の 一 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
　 　 【 図 ４ Ｂ 】
　 Ｈ Ｔ Ｓ 層 と 基 板 と の 接 触 が 非 被 覆 又 は 遮 蔽 に よ り 得 ら れ た 局 部 接 触 用 開 口 部 を 介 し て 生
じ る 本 発 明 の 第 ２ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 薄 膜 Ｈ Ｔ Ｓ の 製 造 の 一 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
　 　 【 図 ４ Ｃ 】
　 Ｈ Ｔ Ｓ 層 と 基 板 と の 接 触 が 非 被 覆 又 は 遮 蔽 に よ り 得 ら れ た 局 部 接 触 用 開 口 部 を 介 し て 生
じ る 本 発 明 の 第 ２ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 薄 膜 Ｈ Ｔ Ｓ の 製 造 の 一 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
　 　 【 図 ４ Ｄ 】
　 Ｈ Ｔ Ｓ 層 と 基 板 と の 接 触 が 非 被 覆 又 は 遮 蔽 に よ り 得 ら れ た 局 部 接 触 用 開 口 部 を 介 し て 生
じ る 本 発 明 の 第 ２ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 薄 膜 Ｈ Ｔ Ｓ の 製 造 の 一 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
　 ３ ０ ， ４ ０ 　 薄 膜 Ｈ Ｔ Ｓ （ 電 気 的 に 安 定 化 さ れ て い る ）
　 ３ １ ， ４ １ 　 金 属 基 板
　 ３ ２ ， ４ ２ 　 Ｓ Ｌ 層
　 ３ ３ ， ４ ３ 　 バ ッ フ ァ 層
　 ３ ４ 　 マ ス ク 層
　 ３ ５ 　 マ ス ク 開 口 部
　 ３ ６ ， ４ ６ 　 接 触 用 開 口 部
　 ３ ７ ， ４ ４ ， ４ ４ ′ 　 導 電 層
　 ４ ５ 　 溝
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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